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奈良県農林部地域農政課

　奈良県の耕地面積は、全国44位と少ないものの
恵まれた気象条件と京阪神都市圏への至近性を生
かし、地域の特性に応じた収益性の高い集約的な
農業が展開されています｡ 中でも、柿（生産量全
国２位）、うめ（同３位）、荒茶（同７位）、いちご
（同17位）、なす（同17位）などが盛んに生産され
ています。しかし、農家の高齢化率は全国平均を
上回り、農業の担い手不足が深刻化しています。
県では、担い手の確保・育成を農業振興に向けて
の重要な施策として位置づけ、各種事業を展開し、
課題解決に取り組んでいるところです。
　その一環として、将来の農業の担い手候補であ
る子供たちに、早くから農業を理解してもらうた
めに、「子供たちの米支援事業」を展開しています。
この事業は、子供たちに米づくりの体験だけでな
く、収穫した米をアフリカの食糧不足国へ送るこ
とにより、子供たちに国際貢献を通じて、農業へ
の理解を深めていただき、グローバルな観点から、
職業としての食料・農業の大切さを知ってもらう
事業です。

　県では2005年度より「子供たちの米支援事業」
を行っています。
　子供たちの米支援事業は、モデル校として県内
３校を毎年選定し、小学５年生を対象に米づくり
体験を行っています。小学５年生は授業で稲作の
ことを勉強するため、それに合わせて体験も含め
取り組んでいただいています。

子供たちの農業理解のために

米づくりを通して
食料の大切さを伝える

　子供たちの米支援事業は「食育授業」・「米づく
り体験」・「食糧不足国への支援米の輸送」といっ
た流れで行います。
◆食育授業：５月
　田植えに先立ち、普段何気なく食べている米に
ついての知識と、世界の食糧情勢への関心を深め
るための食育授業を行っています。実際に小学校
に県職員が出向いて授業を行っています。授業で
は、世界ではご飯を食べたくても食べられない人
がいること、日本は大量の食べ物を廃棄している
こと、世界から見た日本がどれだけ恵まれた環境
であるかということ、昔の米づくりと今の米づく
りの違い、米を作ることがどれだけ大変なことな
のかということなどを、写真やクイズを交えて説
明します。
　子供たちには、世界では飢餓によって亡くなっ
ている人がたくさんいるということを伝えること
により、食料の大切さを理解してもらいました。
◆米づくり体験（田植え：６月、稲刈り：10月）
　農協職員と稲作農家の協力を得て、モデル小学
校の周辺の農地を活用し、田植え、稲刈りの米づ
くり体験を行っています。田植え後から稲刈り前
までの管理は、協力農家が行います。
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交流親善コーナー

　田植えでは、農協職員と協力農家の指導の下、
子供たちが実際に苗を植えます。均等に植えてい
るつもりでもずれてしまって、キレイに田を植え
る難しさを感じていました。
　稲刈りは10月に行いました。子供たちは稲がど
れだけ生長したのか楽しみにしながら田んぼに向
かいます。稲刈りでは鎌を使うので、農協職員や
協力農家の説明を十分受けて、稲刈りを行います。
食育授業の成果があったのか、稲を刈り終わった
後も、地面に落ちたもみを残さず拾っていた光景
が印象的でした。

◆食糧不足国のアフリカへの輸送：12月頃
　米づくり体験により収穫された米は、アフリカ
の食糧不足国に輸送しています。事業開始当初は、
輸送の協力を得られるアフリカの大使館に依頼し、
2009年度からはNGO団体のマザーランドアカデ
ミーインターナショナルを通じて、マリ共和国へ
支援米として提供しています。

　以下は、子供たちが書いた感想文の一部抜粋
です。

　次表は、本県が取り組んできた米づくり支援事
業の実績です。
　子供たちの米支援事業は現在まで９年間続けて
おり、始めた頃の子供たちは、そろそろ就職する
時期となっています。本事業の効果が発揮され、
職業の選択肢の一つとして農業を選んでもらえれ
ばと期待しているところです。

事業の効果を期待して

○�日本では（お米をたくさん）食べられるけど、マ
リ共和国ではあんまり食べられないということを
知った。
○�念を入れて植えた稲を、たくさんのマリ共和国の
人たちにおいしく食べてもらいたいと思った。
○�田植えや稲刈りをして、米づくりはこんなに大変
なんだなあと思いました。

小学校等名 面積・数量 寄贈先

2013年
斑鳩町立斑鳩小学校
桜井市立三輪小学校
橿原市立畝傍北小学校

20アール
750㎏

マリ共和国
（アフリカ）

2012年
斑鳩町立斑鳩西小学校
桜井市立三輪小学校
橿原市立畝傍南小学校

17アール
600㎏

マリ共和国
（アフリカ）

2011年
三郷町立三郷小学校
桜井市立桜三輪小学校
橿原市立畝傍南小学校

34アール
570㎏

マリ共和国
（アフリカ）

2010年
桜井市立三輪小学校
橿原市立新沢小学校
王寺町立王寺小学校

36アール
629㎏

マリ共和国
（アフリカ）

2009年
桜井市立三輪小学校
橿原市立新沢小学校
斑鳩町立斑鳩東小学校

30アール
840㎏

マリ共和国
（アフリカ）

2008年
山添村立やまぞえ小学校
橿原市立新沢小学校
斑鳩町立斑鳩西小学校

30アール
990㎏

エチオピア連邦
民主共和国
（アフリカ）

2007年
山添村立やまぞえ小学校
橿原市立畝傍南小学校
王寺町立王寺小学校

30アール
990㎏

ケニア共和国
（アフリカ）

2006年
山添村立やまぞえ小学校
橿原市立畝傍南小学校
三郷町立三郷北小学校

27.5アール
990㎏

モザンビーク
共和国
（アフリカ）

2005年

山添村立豊央小学校
橿原市立畝傍南小学校
三郷町立三郷北小学校
ならコープJAならけん

37アール
1,240㎏

ザンビア共和国
（アフリカ）
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